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学部長インタビュー学部長インタビュー学部長インタビュー

C O N T E N T S

綾部 いつも地方の支部総会
にご出席をいただきありがと
うございます。
野田 時間の許す範囲ででき
るだけ行きたいと思っていま
す。8月31日をもちまして日
本大学副総長の任期が終わり
ましたので、これからはもう
少し時間の余裕ができると思
いますよ。
綾部 早速ですが、ちょうど一
年前の折にうかがいました、
いま所沢で二年、江古田で二
年間という学生生活が昔のよ
うに、四年間ずっと江古田に
なるというお話。

野田 ああ通年化のことです
ね。ええ昨年十月の教授会で
決定しました。
綾部 いつ頃から具体化する
のでしょう。
野田 いやまだまだです。やっ
と通年化に向かって実行プロ
ジェクトを立上げたばかりで
す。というのは、設備やカリ
キュラムなど、慎重に検討し
なければならないことがたく
さんありますから。その上、新
校舎の時の借金もありますか
ら、ただ急げばいいという訳
にはゆかないのです。どこの
大学も都市回帰型になって人

気の回復を図っています。又、
教育上の見地からも、そろそ
ろ僕らの時代のように一学年
から四年までが一緒になって
先輩たちに揉まれながら育つ
という環境に戻すことが大切
だと思います。
綾部 地方の校友のみなさん
も芸術学部の思い出と江古田
の町とは、切り離しては考え
られないようです。
野田 江古田での一貫教育と
なるには、まだ四、五年はかか
ると思います。現在二学年で
使っている所を四学年で使う
わけですから設備や建物の問
題、カリキュラムの問題等々、
解決しなければならない課題
が一杯です。プロジェクトが
立上って何回か会議を重ねて
いますから、ある程度の結論
を出せるのは来年でしょう。
綾部 所沢校舎はどうなるの
でしょうか。
野田 所沢校舎は平成元年に
スタートして既に二十四年た
ちました。しかしこれで所沢
校舎がなくなるということで
はありません。芸術学部の今
の定員を維持するには設置基
準上で、江古田だけでは二千

日本大学芸術学部学部長
日本大学芸術学部校友会名誉会長　　　 野田　慶人

校友会報89.indd   3 12/10/09   20:20



4

坪不足ですから、所沢校舎は体
育施設や実習施設、アトリエな
ど授業の補充施設として使い
ながら、又新しい利用方法も考
えなくてはと思っています。
綾部 ツーキャンパスでは財
政面も苦しいのではありませ
んか。
野田 それも通年化の意図す
る所です。所沢にかかっている
経費を出来るだけ江古田に還
元するという意味もあるので
す。建物の維持費等はある程度
はかかりますが、例えば両方に
事務局がなくてもいいかもし
れませんしね。昨年九十周年を
迎えましたが、次の百周年への
計を立てるとすると、まさに、
これからの通年化へ向けての
準備や実現は、芸術学部の設備
の充実や教育の充実という点
で、百周年までの最終的な大き
な取組みとなるでしょう。
綾部 新しいことでもう一つ

「芸術教養課程」はもうスター
トしているんですよね。
野田 ええ、その実現のため
に、平成二十四年度から学則の
改正を行ない、一年生は新学則
でスタートしています。まだ一
年間が終っていませんし、完成
までには後三年ありますから、
不都合なところはそのつど多
少の修正を加えながら、より完

成したものを目指してゆきた
いと思っています。
綾部 総合講座とはどう違う
のでしょう。
野田 第一歩が総合講座でし
たが、これは主に三、四年生向
けの応用編でしたから、基礎
から他大学にはない芸術学部
らしい魅力的な芸術教養科目
を学ばせたいとの思いからス
タートしました。
　うちの教職員はみんな前向
きですからね、この芸術教養課
程も通年化の問題も先生方の
気持は早く実現した方が良い
との気持ちが強く、勿論、調整
や妥協もしてもらいながらで
すが、今は一丸となって取組む
時期だとみんなが思っている
のです。
綾部 学部長がどんなに小さ
な支部にもご出席下さって、

“いま芸術学部では”という
ホットな情報をお話下さるの
で、地方に暮らす校友の方々に
とっても、母校と自分との距離
がとても近く感じられるよう
になったと言われます。
野田 各支部が色々に工夫を
凝らして、若い人を何とか集め
ようとしたり、最近では嬉しい
ことに在校生の父母にも呼び
かけて出席下さる方もあり、私
も行き甲斐があります。
綾部 どの支部も高齢化が悩
みのようですが、学部長が出
席下さるとあって、教え子の若
い人が出席して、中には役員に
なって下さる人もあるので、こ
れからの校友会活動にも希望
が持てるようになりました。
　今後共、校友会へのお力添え
よろしくお願いいたします。

まとめ・綾部
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2日間連続の第6回日藝賞記念講演

　学部長より在学中は、アメリカン
フットボールに在籍し飲み、語ら
い、当時はビジュアルコミュニケー
ションを学びバランス感覚を養う
ことを実施していた、と紹介され
た。
第1章　私とデザインについて
1．卵時代（12歳～22歳）デザインを
学ぶ。この時代の財産としてはとに
かくやってみる精神が大事。
2．ひよこ時代（22歳～32歳）デザ
インで仕事。この時代の財産として
は、メンターとの出会い（丹下健三
氏・北野宏明氏）10年以内に独立
することを目標とする。
3．鶏時代（32歳～42歳）デザイン

で経営。この時代の財産としては夢
を共有する専門家との出会い。フラ
ワーロボティクスを4人で立ち上げ
る。
第2章　デザインと社会について
このころ、自律型ロボットをめざす
が、なにより大切なポイントは技術
による便利化より人間の性質を見
極め、そして良いアイデアは社会に
ひろげてこそ意味がある。
第3章　これからのデザイナーに

ついて
物事を総合的に考え行動し、物作り
だけではなく、自らの組織を作り自
らの販路を築くことが大事。そして
Will＝意志＝動機から発してその

動機を実践させる活動。ひたすら打
ち込めば必ずチャンスはある。
このような内容で
90分の講演を大変緻密に構成し、
ご自身の経験を説得力ある作品、文
字、写真、動画を巧みに駆使した講
演はさすがロボットデザイナーで
あり、この賞を学生主体による投票
で若者の感性で選ばれたことがう
れしかった。と冒頭おっしゃってお
られた。
現役学生にとっては、大きな‘エネ
ルギーを’‘訴えを’感じ取ったに違
いありません。

7月3日（火）東棟EB1にて、記念講演が開催された。
松井　龍哉

（美術学科平成2年度卒）
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　学生の拍手喝采で入場され、熱い男
が、暑い日にやってきました、の一声
で始まった。
　今回のテーマは、“どうやって夢を
かなえてきたか”ということで、在学
中3年次の実習作品、卒業作品の上映
から始まり、小京都ミステリーシリー
ズへと続いた。この作品は、日本テレ
ビで13年間続いたシリーズで、今思
うとトレーニング時代であったと当
時を振り返られた。仕事のあり方、ス
タイルを考えるとともに、トレンディ
ードラマが主流であった時代、俳優と
して悩んだ時代でもあった。
　しかし、2時間ドラマを極めるに連
れて、若い世代にも見てもらいたいと

思い始め、ここを自分のフィールドに
しようと思い、名前も栄一郎から英一
郎に変え新たなスタートを切った。日
藝出身ということを思い出し、俳優だ
けでなくクリエイティブな面にも興
味を持ち、脚本・ドラマ作りにも参加
させてもらった。
　ドラマは、成功するとみんなのも
の、失敗すると主役1人のものとして
評価されてしまう残酷なものである。
だからこそ、悔いのない作品作りを目
指したい。作品には、見えない力が湧
いてくる。演じる役柄の振り幅が大き
いことは役者として幸せなこと。役作
りのための情報は、可能な限りたくさ
ん入れ準備をする。ゴールもないし、

正解もないのがこの世界。それがこの
仕事の幸せな所である。
　自分は亀のようにゆっくり進んで
きたことで多くの人と出会うことが
でき、自分の財産となった。最後には、
やりたい事に全力投球できているか
問いかけてみるといい。在学中、本を
たくさん読み、映画をたくさん鑑賞し
たことが今の礎になっている。
　と一気に熱く語られたことがとて
も印象深かった。
　近い将来、学部長もおっしゃってい
られたように、アクターズスタジオの
実現をお手伝いできることを期待し
ています、と結んだ。

7月4日（水）大ホールにて、船越英一郎氏の講演が開催された。
野田学部長の挨拶、宮澤教授による司会・進行で行われた。

2日間連続　第6回日藝賞記念講演会

船越英一郎
（映画学科57年度卒）
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平成24年度校友会総会

収入之部
勘定科目 摘　　要 金額（円）

会費収入 4,000円×4,400人 ＝17,600,000円　
5,000円×300人＝1,500,000円 19,100,000

名簿発行
準備金

取り崩し（防災グッズ）購入・学部
へ寄贈 800,000

収入利息 200,000
雑収入 総会懇親会会費・新年顔合わせ会会費　等 690,000

合計 20,790,000

支出之部
勘定科目 摘　　要 金額（円）
総会費 懇親会 650,000

諸会議費 常任幹事会・諸会議 250,000
消耗品費 ゴミ袋・洗剤・ガムテープ・雑巾　他 30,000

事務用品費 ファイル・ノート・プリンターイ
ンク・コピー用紙　他 30,000

通信費 会報発送（在校生・卒業生）総会・
会費請求切手　他 5,000,000

補助費 学科同窓会・幹事会・総会・芸術
祭・卒業生を送る会 500,000

寄付分担金 本部校友会分担金 300,000

印刷費 会報・総会・幹事会・終身会費請
求書　他 3,100,000

人件費 事務局員給料・アルバイト代・人
材派遣 4,700,000

法定福利費 労働保険・社会保険・雇用保険 700,000
交通費 事務局員通勤定期代　他 200,000

租税公課 利子税 45,000
本部役員

会費
年会費（本部副会長5万・常任委員
2名各3万・委員3名各2万） 170,000

交流費 組織拡充（各江古田会との交流）・
各種校友活動への後援・他 2,700,000

活動費 学生諸活動支援 150,000
機械維持
管理費

メンテナンス及びホームページ改
良　コピー機リース（202,080円） 1,000,000

雑費 会報取材費・貸金庫代・スタジオ
マイデザイン料　他 465,000

特別会計 防災グッズ　購入・学部へ寄贈 800,000
減価償却費

合計 20,790,000

　平成24年度日本大学芸術学部
校友会総会が6月30日（土）午後5
時より東棟E101教室において開
催された。
　総会は綾部会長の挨拶、続いて
議長に小泉定之氏（写41卒）、副議
長に南岡秀男氏（写46卒）、書記に
西尾敦子氏（音平成元卒）を選出、
議事に入った。議長より会則10条
により会は成立する旨の報告が
あった。
　会務報告（川上常任幹事・総務）
決算報告（宮澤常任幹事・財務）
監査報告（渡辺監事）予算案審議

（宮澤常任幹事・財務）と進めた。
　昨年度の震災を受けて、各学部
15％の義援金の負担。
また、学部においての震災グッズ
の充実をはかるためにグッズの
寄付などの予算案。
いずれも原案通り拍手を持って
承認された。
推薦校友について。宮澤常任幹事
より小川幹弘氏（中村獅童）、神山
征二郎氏の紹介がなされ会員の
賛同を得て承認された。
　引き続き懇親会に入った。
野田慶人学部長の挨拶、田中英壽

理事長・校友会長の挨拶、名誉顧
問である佐々木照男氏の乾杯で
始まった。
　先程推薦校友の承認を頂いた
神山征二郎氏の紹介、最長老の中
田ムメノさんのスピーチ、また昨
年の芸術祭に展示した写真展、芸
術祭の模様を撮影したDVDも流
しながら学内執行部、課長職以上
の皆さんにもご出席頂き、皆さん
で楽しいひと時をすごし、豊島副
会長の〆で会は終了した。

平成24年度（2012年度）予算
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皆さん今日は！ 平成24年度総会返信の近況報告を掲載いたしました。無断で掲載させて
頂きましたことお詫びいたします。（順不同）（　　）内は学科卒業年度です。

●中田ムメノ（法文19年度卒）
　かぞえ年95才。小さい文字は書
けません。右眼は緑内障です。失明
しそうです。今頃は全てパソコン
です。手紙も脚本もパソコンです。
それでも歯は我が歯でかんでいま
す。
●大手万平（旧制16年度卒）
　今年で92才になります。私は江
古田の本当の意味での第一回卒業
生です。学徒動員でくり上げ卒業
しましたから二度卒業生を出して
います。90才の熱血ブロガーとい
うブログを約2年続けています。
●大塚千里（旧制21年度卒）
　おかげ様で小生、元気にしてお
ります。同学の方々、いかがお過ご
しかと思うことがあります。
●山口正義（旧制22年度卒）
　83才になりました。江古田校舎
がなつかしいです。電通映画社で
映画イベントプロデューサーを23
年間各イベントをやりました。皆
様のおかげと思います。皆様方に
よろしくお伝え下さい。
●酒井英二（旧制25年度卒）
　八ケ岳の自然の中に住み、満喫
しているせいか、すこぶる元気で
す。
●大石直臣（写真33年度卒）
　一般社団法人日本写真文化協会
長を2007年よりつとめています。
1948年に文部省から社団法人の認
可を受けた協会で58年継続の全国
写真展覧会の開催や協会保有の日
本写真会館5階に常設ギャラリー

（ポートレートギャラリー）を会場

使用料無料で一般に開放していま
す。私は本年春の叙勲で旭日双光
章を受章しました。（写真文化への
貢献が受賞理由）
●商家訓（写真35年度卒）
　今年の3月に岩手県、4月に宮城
県の被災地に。5〜6月に北京・天
津と旅行して来ました。あまりに
も双方の景観の違いが今でも脳裏
にやきついて離れません。一日も
早く東北地方の復興を祈ります。
●森信正（写真41年度卒）
　3月27日（協）日本写真館協会主
催のプロフォトセミナー 2012が
日芸キャンパスで開催され46年振
りに母校をたずね、あまりの変貌
ぶりにおどろきました。良い環境
で良い勉強を期待しています。
●塚崎隆夫（写真42年度卒）
　東京オリンピックの年に入学
し、以来48年、日芸で学んだことを
誇りに思い仕事に趣味に生かして
きた。「江古田を目指した志」のと
もし火は定年になっても心の中
で、小さく燃え続けボランティア
や趣味として一隅を照らし続けた
い。
●阿部祐三（写真58年度卒）
　拙宅のガーデニングに勤しんで
おります。もちろんシャッターも
押してます。食生活にも役立って
ます。自作自農ですね。地産地消。
●土屋辰夫（映画31年度卒）
　先日、日芸（28会）に56年ぶりに
始めて出席しましたが、半世紀も
立つと出席する人も少なくなり、
本当に年月の過ぎるのも早いもの

だとつくづく感じた次第です。現
在は会社も整理し金銭に追われな
いで年金生活で一日一日を送って
いる今日この頃です。校友会の役
員の方々も大変の事と思います
が、御身大切に今後共よろしくお
願いします。
●水谷内助義（映画40年度卒）
　青年座製作部、芝居の現場にま
だ立っています。舞台の時間と今
がいつも追いつ追われつ。果てる
ことがありませんね。そして気が
つけば71才か。
●山田文彦（映画46年度卒）
　地域の芸術・文化活動を行って
います。3年後の東京・金沢の新
幹線開通事業（コンサートなど）の
準備を始めました。母校のご発展
をお祈り致します。
●武部由子（映画平成3年度卒）
　2003年5月21日コロンビア大学
院School of Art卒業以来NY在住
して居ります。フリーで映像美術
に従事しています。
●渡辺暁雄（映画平成4年度卒）
　NHK大阪放送局で、ドラマの音
声を担当しております。連続テレ
ビ小説「カーネーション」の音声
チーフを担当していました。ヒッ
ト作の担当ということで充実した
1年でした。
●松岡義和（美術34年度卒）
　74才になりましたが、まだ現役
です。月木曜日は日赤北海道看護
大で「芸術」と「文学」非常勤講師。
火水金曜日は大空町図書館長。土
日曜日は北海道のどこかで講演し
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ています。校友会のますますの発
展を祈ります。
●桜井孝美（美術42年度卒）
　今年の正月、日本橋高島屋での
個展の折（桜井孝美展）、私の画歴
を御覧になり元日本大学理事、石
井宏様にお声をかけていただき

「日本大学人として嬉しい限りで
す」との言葉でした。心より感激い
たしました。
●後藤欣久（美術44年度卒）
　13回目の宮崎江古田会総会が開
催されました。東京、福岡、熊本か
ら来賓が来られ総勢18名となり久
しく賑々しい総会懇親となり何よ
りでした。梅雨も間近かとなりま
した。お体ご自愛下さい。
●籾江千昭（美術45年度卒）
　現在、第2の職場ハローワークで
大学生の就職支援の仕事をしてい
ます。これまで民間企業で培った
知識を役立たせ、一人でも多く就
職出来るようにサポートしていま
す。山形にも日芸卒業の未就職者
が時々訪れますので親身になって
話しを聞く様にしています。最近
の就活は気持ちだけでは通じませ
ん。就活のワザが必要です。
●五島三子男（美術46年度卒）
　6月3日迄、横須賀美術館にて、三
浦半島の作家の特集があり、拙作
も二点展示されています。定年後
オールサンデーの身、横浜のアト
リエKにて個展（9月）、川越の蔵と
現代美術（11月）「版17」越境する版
表現（12月）これは都美館のセレク
ション展、気合いを入れて大作出
品の予定。
●中村礼子（音楽43年度卒）
　教授として勤務している国際学

院埼玉短大でご恩を返す為全力を
注いで貢献しようと仕事をしてい
ます。今日、私があるのも芸術学部
のプレハブの練習室で夜遅くまで
励んだ学びがあるからです。恩師
への感謝を忘れずに現在を生きた
いと思っています。
●武藤常弘（音楽43年度卒）
　35年間九州交響楽団ヴィオラ奏
者として務める。退職後福岡イン
ターナショナルスクールでバイオ
リン非常勤講師。2012年7月16日
福岡銀行本店大ホール。サンサー
ンス：動物の謝肉祭。ヴィオラ奏
者として出演。
●安齋秀樹（音楽49年度卒）
　日芸を昭和50年3月に卒業をし
てすぐに故郷群馬県の教員とな
り、早38年目に突入し、来年3月に
は教職生活に終止符を打つ事にな
ります。これも一重に母校で学ん
だおかげと感謝しております。日
芸の発展をお祈り致します。
●染谷智子（音楽58年度卒）
　昨年の芸術祭で校友会のお休み
処におじゃまさせていただきまし
た。ピカピカの現校舎の中で、古
い写真の校舎を見て、自分もこの
伝統ある日芸のOBであることを
嬉しく思いました。次は友人もさ
そって行きたいと思います。おも
てなしありがとうございました。
●河野美帆子（音楽平成11年度
卒）
　校友会報が届くことをいつも楽
しみにしています。読むたびにと
ても懐かしい気持ちになり、あの
きらきらした掛け替えのない良い
友人達に恵まれた4年間を思い出
します。日芸大好きです。

●林昭伸（文芸30年度卒）
　80才を迎えて感無量。諸先輩か
らみれば、まだ鼻たれ小僧でしょ
う。この前、ひょんな事から音楽科
中退のメゾソプラノ小川静江さん

（92才）と親しく話をする機会に恵
まれました。私の一回り上でエト
が同じでした。
●原田嘉行（文芸40年度卒）
　さいたま文学館（桶川市）の常設
展示室に恩師神保光太郎先生の人
と作品が紹介されており、時折観
覧しては、当時の先生方より教え
ていただいたことや楽しかった学
生時代を思い出しています。
●外崎吾郎（文芸45年度卒）
　1971年4月に光文社に入社。女性
自身（10）年週刊宝石（7）年コミッ
ク誌、ムック誌編集長と25年の編
集者生活を経て本年2月退職。今は
海と山と川をながめながら小田原
の地でのんびり暮らしています。
●石川千穂子（文芸52年度卒）
　東京スカイツリーの照明デザイ
ナーとルワンダ女性の編むバス
ケットを輸入、販売する日本女性
を取材、執筆しました。学研より

『感動する仕事！泣ける仕事！』と
してこの2月にアンソロジーを出
版しました。
●小柳安夫（文芸56年度卒）
　第6回日藝賞受賞の船越英一郎
さん、おめでとうございます。船越
さんのお父さんの大ファンで主に
大映映画で二枚目スターとして
活躍されていた姿が脳裏に焼きつ
いています。英一郎さんも、お父さ
んのような存在感のある俳優とし
て、今後ともご活躍されることを
期待しています。
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●吉澤保（演劇32年度卒）
　今年で29年目、TBS在職中か
ら担当している「崎陽軒」のフロー
トのP.Dを2012年5月4日第60回ザ
よこはまパレードで大賞受賞しま
した。来年は80才、ぼつぼつ引退で
す。学部、学科の発展、校友のご健
勝祈る。
●辻宏一（演劇34年度卒）
　「フィールド通信」代表として小
説「無名老人日記」を書いていま
す。なお相変わらず「源氏物語」「中
世史」の講義を続けています。また
老人合唱団で先日バッハのカン
タータ第147の終曲コラールを私
のつたない日本語訳でオーケスト
ラに合わせて歌いました。なんと
も、はずかしいレベルでしたが。
●大髙幸夫（演劇38年度卒）
　演劇集団日本の創設メンバー
でしたが「血の婚礼」公演後別れ、
四場居プランナーズを創りまし
た。1972年5月15日から一週間渋
谷ジャンジャンで「アムネジマの
鳩」を公演。沖縄が日本へ返還され
た時だったので、毎日満員でした。
なつかしく思い出しています。あ
れから40年過ぎたのですね。
●出野徹文（演劇41年度卒）
　関西テレビ社幹事、関西民放ク
ラブ理、日本シンガポール協会参
与として、皆様のお世話をする日
常です。7年間事務局長を務めた

「日本センチュリー交響楽団」を今
もサポートしています。学友の皆
さん、応援してやって下さい。橋下
によって、運営資金を切られまし
た。
●片岡一郎（演劇平成12年度卒）
　活動写真弁士としての実績が

認められ9月からミシガン大学の
芸術家滞在プログラムの招聘を受
け、約半年間アメリカで活動する
事になりました。日本の文化であ
る活弁を世界に紹介するきっかけ
になればと思っています。又、来年
はドイツの大学に客員研究員とし
て呼ばれる事になりそうです。
●篠崎安雄（放送40年度卒）
　芸術学部合気道部OB会長とし
てOB・OG総勢190名の会を運営
して現役の合気道部をフォローし
ております。
●曽我一美（放送41年度卒）
　声を出すことが好きなので、現
在目の不自由な方のための音訳ボ
ランティア（県→全国の点字図書
館へ配布）をしています。個人的に
は常磐津にはまっています。
●藤井雅之（放送56年度卒）
　全く畑違いの警察官になって30
年。この春から、静岡県警本部の災
害対策課長をしています。災害の
発生に対して迅速な対応ができる
よう努めています。
●柳田麻里（放送平成16年度卒）
　出版社にて、DTP、電子書籍作
成を請け負っております。まだま
だ勉強不足ですが、努力あるのみ
です。自営業である強みを活かし、
いずれ「面白い」仕事をたちあげた
いと考えております。
●鈴木翔音（放送平成21年度卒）
　劇団スタジオライフに入団し役
者として、舞台に立っています。
●岸口幸夫（美・デザイン33年度
卒）
　仕事を引退しサンデー毎日の
日々を送っております。孫が今年
から日大生として頑張っておりま

す。
●皆川清治郎（美・デザイン40年
度卒）
　（株）マッキャンエリクソン博報
堂制作局勤務中、アメリカ出張中
にバードカービングと出合い現在
は国際大会で多数入賞し、当時国
内でのTV、ラジオに多く出演し、
今年も2位、3位入賞し元気にやっ
てます。
●與安繁夫（美・デザイン43年度
卒）
　NPO法人日本宝飾振興会の理
事長として、特に宝石産出国の困
窮する人々の支援する為の活動
を始めております。是非校友の
協 力 を！ http://www.jaja.or.jp/
advance.html
●野内佳世子（美・デザイン58年
度卒）
　震災から1年以上も経ちますが、
原発事故の影響で、まだまだ風評
被害に悩まされて居ります（net 
shopなのに…）その中で校友会
の皆さまの活躍は、とても励みに
なって居ります。
●青木純子（美・デザイン63年度
卒）
　いつも校友会報を楽しみにして
おります。ともすれば日々の業務
をこなすのに精一杯となりがちで
すが、ふと原点に立ち返ったり、今
後のことに思いを巡らせたりする
機会になり、ありがたく思ってお
ります。
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学部祭 11/2( 金 )～4（日）
校友会お休み処へ

お立ち寄りください。

西棟 3 階学芸員実習室
10:00~17:00

写 真 展 開 催 中 ！写 真 展 開 催 中 ！
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「第12回福岡江古田会アート展」開催 5月17日～22日

　第12回福岡江古田会アート展を5
月17日〜22日まで、福岡アジア美術
館で開催しました。
　今年も、九州7県のほか東京・大
阪・千葉・埼玉の校友仲間計28名か
ら、写真・絵画・書・工芸…など、
170点の作品を寄せていただきまし
た。今回は、年齢、序列にこだわらず、
アート展が一つの作品となるよう、
色合いやスペースを重視し、すっき
りと見せることを心掛けてディスプ
レーしました。
　写真学科教授の原直久先生、元長
崎日本大学学園校長の木下伸弘さ
ん、九州造形短大の教授松村明さん
らの作品を見ようと多数の生徒さん
が来場されました。鹿児島県在住の
荒木秀樹さんの作品は、400年の伝
統を現代に伝える薩摩焼。昨年同じ
会場で個展を行った西島義和さん
は、福岡江古田会の新入会員として、

「月」をテーマにした写真を出展され
ました。会場の壁面を写真のコラー
ジュで所狭しと埋め尽した横田文雄
さん、今年の作品は「気球」。プロの芸
術的作品から、外国に住む孫の写真、
書や陶芸、木彫り、パンフラワーな
ど、それぞれの想いを語り合えた展
示会になりました。
　山梨県富士吉田市から旅行で来ら
れた年配のご夫婦から「一つの会場
で数々の充実したアートに出会えた
のは初めて！ディスプレーも素晴
らしく大変感動しました」とお褒め
の言葉をいただきました。漢字の得
意な岩永隆さんは、シンガポールか
ら来られた五人組の学生さんと漢
字をテーマに延々と30分のトーク
ショー。感じの良い交流を繰り広げ
ていました。埼玉から出展の古賀稔
二さんは、出身地が北九州。親戚の
方々が北九州からライトバンで来ら

れて、絵画の前で写真撮影し、親戚同
士の絆を深められていました。
　今回の展示で印象に残ったのは、
写真アルバム「想い出」です。今はも
うない木造の江古田校舎、映画学科
の授業風景など、ページを繰るたび
に日本大学芸術学部の歴史を語って
くれて、青春の良き時代を思い起こ
され感動的でした。それと、阪本猪一
郎さんの昭和44年度の卒業制作「与
論島」。水中撮影や夜間撮影を駆使し
たドキュメンタリー作品で当時の学
生の作品としてもかなりのハイレベ
ルなものでした。「思い出のアルバ
ム」で始まり「思い出の卒業制作」で
終わった福岡江古田会アート展。新
しい想い出作りに寄与した六日間で
した。
アート展実行委員長
飛嶋慶一（写真・45年度卒）
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第2回韓国江古田会総会

第16回福岡江古田会総会

4月27日　於：Gallery IANG

5月19日（土）　於：平和楼

　日本大学芸術学部校友会韓国支部
“韓国江古田会” の第2回総会が4月
27日(金曜日) ソウル市内の Gallery 
IANGで開催されました。この日は
日本大学芸術学部写真学科卒業者の
同門写真展“eko国際写真展”のオー
プンも重なり、多くの関係者や卒業
生が集まりました。
　日本からは来賓として野田慶人学
部長と原直久校友会副会長、 塚崎隆
夫宮城江古田会会長に来ていただき
ました。李相允（イ・サンユン　95院・
卒）韓国江古田会支部長の挨拶、野田
慶人学部長と原直久校友会副会長、 
塚崎隆夫宮城江古田会会長の紹介、
ご挨拶に続いて議案の審議と活動報

告をしました。この日にオープンし
た 日本大学芸術学部写真学科卒業
者の同門写真展“eko展”は2年ごとに
行われていて今回が7回目になりま
す。今年は utopiaをテーマに36人(韓
国21人、日本12人、中国1人、台湾2人)
の写真学科卒業生が参加し、74点
の作品が出品されました。日
本からも原直久教授をはじめ
12人の作家の作品が展示され
ました。出席した参加者の中
からはこのような学科と学部
の結束を強めるイベントをこ
れからもっと活発にしていく
ためにも、校友会の役割が大
事だという声が多くありまし

た。
席を移した二次会の席で会員たち
は、久しぶりにお会いする野田学部
長と原教授に近況の報告をするほ
か、江古田会と芸術学部の留学生の
現状まで忌憚のない意見が飛び交う
など、有意義な一日を過ごしました。

　福岡江古田会、平成24年度総会が
5月19日（土）福岡天神の「平和楼」で
開催された。昨年に引きつづき、各支
部間と「交流の輪を広げよう」のテー
マで始まった総会は、定刻の午後5時
から式次第にのっとり美野田幹事長
の開会の挨拶ではじまった。粟村会
長からは出来るだけ早く九州全県に
支部が創設され、より一層支部間の
交流が図れるよう皆さんの協力をお
願いしたいとの挨拶があり、また、明
るい話題として今年3名（福岡出身）
の入会者があり、内1名は福岡江古田
会初の平成卒であることが報告され

た。若い人たちのこれからの活躍に
期待大である。
　次いで幹事長から23年度活動及び
会計報告、24年度事業計画及び予算
案の説明があり参加会員17名全員の
拍手をもって承認された。
　総会終了後に、来賓や県外校友の
方々全員の写真撮影があるが何故か
野田学部長の姿が見えない。綾部校
友会長がシャッターを押すまでには
必ず来るからと、その言葉を信じて
皆さん席に並んだその時、さっと会
場の扉が開き学部長の姿が・・　
出席者一同胸をなで下ろしてほっと

一息、本日の参加者は総勢30名では
い！カメラに「チーズ」。
　すぐさま懇親会に入り岩永幹事の
司会で進行。来賓挨拶で野田学部長
から、現在所沢と江古田と分かれて
いる教育環境を4〜5年かけて江古田
校舎に一体化する「通年化教育」を実
現化したい、また一般教養や学科を
一つにまとめた「芸術教養課程」など
を考えている旨説明があった。
　ついで、綾部校友会長の乾杯で歓
談に入ったが、アート展の開催中と
いうこともあり話題はお隣同士、芸
術談義に花を咲かせて大いにお酒が
すすんだようでした。
　お互いの話が弾んだところで恒例
の福引抽選会、各自持ち寄った景品
を当選順に自己紹介、熊本江古田会
の奥村会長、佐賀江古田会の正島幹
事などから激励の言葉をいただい
た。
　また長崎からアート展出展者であ

校友会報89.indd   13 12/10/09   20:21



14

る校友の木下さん、池田さん。大分か
ら佐藤さんも駆けつけてくれまし
た。
　宴もたけなわ、日大県支部の徳永

支部長から江古田会の活動に賛辞が
よせられ、この秋の福岡県支部総会
では幹事団として県支部を引っ張っ
ていってほしいと懇願された。残り

時間も少なくなり、全員で次回総会
の再会を誓い、芥川・元会長の「博多
手一本」で和やかに総会を終えました。

粟村晧司（映画・36年度卒）

　平成24年度総会は5月19日（土）郡
山駅前「姑娘飯店」で開催されまし
た。出席は会員19名、それに学部から
デザイン学科教授木村政司先生、校
友会から高松豊常任幹事、地元日大
校友会支部の加藤木研幹事長、大越
努副幹事長をお迎えしました。初め
に大震災で亡くなった会員のご冥福
を祈り、黙禱を捧げたあと議事に入
りました。23年度の事業報告と会計
報告を承認。次いで24年度の事業計
画案として会報第4号の発行と予算
案を原案どおり可決しました。
　この後、記念講和として木村政司

先生から学部の現状と90周年への取
り組みを拝聴しました。この中で、今
春の新入生が減少したことに関連し

「日大の付属高校に入れたのに日大
進学が難しくなっている。美術学科
を目指した娘が実技がパスしても一
般教養の点数が悪かったため落とさ
れた」と選考基準への質問がありま
した。
　これに対して木村教授は校友会の
子弟が入学を希望する場合の特例を
説明、また、芸術学部は学部に適した
独自の入試対策を検討していること
を明らかにし、全学あげて学生確保

に取り組んでいると述べました。
　総会の後、同会場で懇親会が開か
れ親睦を深めました。

ふくしま江古田会会長島崎恒夫
（映画・31年度卒）

ふくしま江古田会総会

宮城江古田会総会

5月19日（土）　於：姑娘飯店

5月25日（金）　於：北の一

　平成24年度芸術学部校友会宮城支
部（宮城江古田会）の総会が5月25日

（金）郷土料理「北の一」で開催されま
した。
　日大校友会県支部の遠藤支部長、
田邊副支部長を来賓に迎え、平成23

年度活動報告並びに会計報告、年2回
会報作成等の平成24年度活動計画並
びに予算案を審議、原案どおり承認
されました。又、役員改正について
は、酒井健樹副会長（放送52）、星久美
子幹事（音楽51）を新たに選任、事務
局に桑島美奈（放送H22）の増員が承
認されました。
　懇親会では、塚崎会長から東日本
大震災で被災した気仙沼・石巻・仙
台の各会員の、漁船関係の仕事復活、
仮設住宅で芸術活動再開、写文集発
刊などその後の状況報告があり、又、
今年4月に韓国で開催された韓国江

古田会総会に出席したときの様子な
ども披露されました。
　来年は結成25周年を迎えるにあた
り、記念行事の提案も出され、懇親会
は和気あいあいの内に終了しまし
た。
　なお、野田学部長から、宮城は被
災地でもあり、今回はぜひ出席した
かったが監査と重なり、又、綾部校友
会会長からも校友会幹事会があり、
出席できず、皆さんによろしくとの
メッセージをいただきました。
監事　中島斉（映画・36年度卒）

山形江古田会総会 6月16日（土）　於：山形グランドホテル

　藝術学部校友会山形県支部（山形
江古田会）の平成24年度総会が、山形
グランドホテルで開催されました。

　来賓として、野田慶人藝術学部学
部長、綾部東洋子藝術学部校友会会
長、伊藤剛日本大学校友会山形県支

部支部長、近藤博七日本大学山形高
等学校校長の方々をお招きしまし
た。

木村先生を囲んで
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　会員14名の参加と、今年も在学生
保護者の参加があり賑やかに開会し
ました。来賓祝辞と紹介に続き、会計
決算報告と監査報告があり承認され

た後、役員改選に入りました。支部長
の横倉晋也（美術・昭和52年度卒）、
幹事長の須藤一之（放送・平成2年度
卒）の再任を始め、幹事、監事が原案
通り承認されました。総会は、例年通
り迅速に閉会しました。
　引き続き、同会場で皆さんお待ち
かねの懇親会が開会しました。声楽
家、佐藤美喜子（音楽・昭和57年度卒）
監事を中心にした日本大学校歌斉唱
から始まりました。乾杯の後、会員に
よる1分で終わらない「1分間スピー

チ」が復活しました。しかし、今年は
司会の井澤聡（放送・昭和62年度卒）
幹事の進行力により、ちょうど良く
収まりました。平成年度卒業の会員
も参加し、楽しく、明るく、元気よく、
会は進行しました。時間の速さを感
じながら、須藤幹事長の花笠締めで
中締め、閉会となり二次会へと進み
ました。

支部長　横倉晋也
（美術・52年度卒）

佐賀江古田会総会

熊本江古田会・27回目の総会

7月6日（金）　於：旅館あけぼの

7月7日（土）　於：熊本交通センターホテル

　佐賀江古田祭りとしては11回目の
佐賀江古田会総会を7月6日に佐賀市
の旅館あけぼので開催しました。
　今年も、激務の中を野田学部長、綾
部校友会長に駆け付けていただきま
した。また、熊本江古田会の奥村会
長、福岡江古田会の岩永さん、山田さ
んにもご出席いただきました。
　ただし、佐賀の会員の参加者が今
ひとつ。更には、予定していた会員卓
和もドタキャンと云う始末。この処、
次々に届く各地江古田会の会報での
活動状況を知るにつけ、佐賀江古田

会の現状を憂えます。わざわざご多
用の中をご参加いただいたご来賓の
皆様には申し訳なさでいっぱいでした。
　参加した佐賀の会員には感謝です
が、体調を崩した土井事務局長の回
復を待って一致団結、江古田会と母
校発展のために大いに頑張りましょ
う！
　救いは野田学部長の「佐賀に来る
と東京の喧騒と激務から解放される
…」の有難いひと言。学部長には、締
めの佐賀とんこつラーメンを全員が
ご馳走になりました。兎に角、江古田

の仲間は仲が良いのです。仲良きこ
とは美しきかな。
感謝、感謝でございます！

佐賀江古田会長
音成日佐男（放送・45年度卒）

　夏恒例になった熊本江古田会の24
年度総会を7月7日（土）に熊本市内の
ホテルで開きました。今年も前日6日

（金）には、佐賀江古田会の総会が開

かれ、野田学部長、綾部校友会会長は
翌日そのまま熊本入りという、ここ
数年と同じパターンでの開催になり
ました。今年の総会には学部長、校友
会会長をはじめ、福岡江古田会の平
田副会長、佐賀江古田会の音成会長、
それに日大熊本県支部長や他学部校
友会の代表など10人の来賓に出席い
ただきました。会員の出席は14人で
した。（この日は七夕のため、例年よ
り少なかった）ただし今年は平成元
年、写真学科卒業の女性が初めて参
加という嬉しい事がありました。

　熊本江古田会は3年後に、30周年
を迎えるため、周年行事を実施する
ことを決め、今後それに向けて、活動
することにしました。
　ところで8月25日（土）に開催され
た日大校友会熊本県支部総会に野
田学部長が副総長として出席され、
専門のテレビCMについて講演され
ました。この中で野田学部長は2011
年の東日本大震災翌日の3月12日に
全線開業した九州新幹線のCM（鹿
児島から博多まで、開業前にCM撮
影用の列車を走らせ、沿線には1万

日大校友会熊本県支部総会で講演
する野田学部長
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5000人以上の人々が新幹線に向け
てパフォーマンスを繰り広げる感動
CM）について、震災を意識して制作
されたわけではないが「がんばろう
　にっぽん！」を強く意識させ、共感
させるCMとなったなどと話、さら
にシリーズ化された缶コーヒーや携
帯電話会社のCMなど、身近なテレ
ビCMについて、映像を使いながら

解説されました。会場を訪れた校友
は、いつも何気なく見ている、テレビ
CMについて「新たな視点が得られ
た」と大好評でした。
　私を含め江古田会のメンバーも学
部長の授業を受けたような気がして
大感激でした。

熊本江古田会　会長　奥村隆志
(写真・48年度卒)

青森江古田会総会

第6回秋田江古田会総会

7月8日（日）　於：ホテル青森

7月21日（土）　於：イヤタカ

　青森江古田会は、去る7月8日に平
成24年度総会と懇親会を、青森市の
ホテル青森で開催しました。
　ご来賓に、芸術学部より原直久学
部次長と奈良豊規校友会青森県支部
長をお迎えいたしました。原学部次
長からは、新しい江古田校舎の現況
や所沢校舎のこれからについてのお
話を伺うことができました。

　総会は、平成23年度の活動経過と
会計報告があった後、監査報告が行
われ、全会一致で承認されました。
　懇親会は、芸術学部写真学科の講
師でもある和田光弘（写真S44年度
卒）さんの挨拶で始まり、伊藤一郎

（文芸S51年度卒）さんの朗らかな司
会で、和やかに進行しました。
　「津軽地吹雪ツアー」などを主催
し、今年度の『NHK東北ふるさと賞』
を受賞した角田周（音楽S51年度卒）
さんの、NHKニュースのDVDの上
映もありました。また、写真学科の卒
業生の皆さんは、恩師である原学部
次長にお会いするために、声を掛け
合って参加されたとのことで、再会
を喜び合う姿が印象的でした。総会

初参加の会員4名の自己紹介があっ
た後、抽選会が行われ、当選者には青
森江古田会々員の関係著作物（写真
集、記録映像のDVD、水彩画絵葉書
など）が贈られ、大いに盛り上がりま
した。
　二次会は地元の名店・ねぶたの国

『たか久』で、青森ならではの新鮮な
海の幸や郷土料理、日本酒を堪能。津
軽三味線の演奏、手踊り、ねぶた囃子
を体験しながら、先輩方の在学中の
思いでなどを伺うことが出来まし
た。
　私自身、初参加でしたが先輩方と
共に時間を過ごさせていただき、嬉
しく思っております。

柴田園子（演劇・平成8年度卒）

　秋田江古田会は、7月21日（土）秋
田市で平成24年度総会を開きまし
た。
　総会には，芸術学部次長の原直久

教授、校友会の綾部東洋子会長が出
席、秋田江古田会の副会長浅利香津
代さんが東京より馳せ参じてくれま
した。また、今回はS51年放送学科卒

の永井登志樹さんが初参加しまし
た。
　田宮会長は「現役の会員は忙しく
てなかなか出席していただけない。
今後も参加者を増やすために総会の
日時などを考慮して行きたい。また、
参加しやすい事業などアイデアをご
提示いただきたい」と挨拶。
　原学部次長は「少子化の影響が見
られるので学生の募集にも種々工夫
している」など学部の現況について、
また、綾部会長は、各支部江古田会の
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　平成24年度北海道江古田会総会
が、平成24年7月28日午後6時半より、
来賓に綾部東洋子芸術学部校友会
長・野田慶人芸術学部長をお迎え
し、札幌東武ホテルで開催されまし
た。総会では氏家副幹事長の司会に
より、支部長の挨拶の後、原議長のも
と中山幹事長兼事務局長より23年度
事業報告及び決算。24年度事業計画
及び予算について説明があり、石井
監査の報告も頂き全件承認されまし
た。
　本年は役員改選の年でもあり、青
木副支部長（選考委員長・写真）より
役員改選の原案が提示され全員の拍
手により承認されました。会長は蓬
田（再任・音楽）。役員の新しい顔ぶ

れは、顧問に成田武照（前相談役・写
真）、相談役に荒谷恵子（前副会長・
美術）、副会長に牧　泰昌（前副幹事
長・文芸）・岩佐寿美代（前幹事・放
送）が決まりました。また重要な幹事
長には中山芳夫（再任・音楽）、副幹
事長に鈴木由美（前幹事・音楽）、新
事務局長に氏家曹一（前副幹事長・
放送）、事務局次長に戸澤由香子（前
幹事・放送）
　また会計監査に中村美智夫（前幹
事・映画）、幹事に内村俊介（映画）、
谷口由美（放送）が決まり、新オブ
ザーバーには久保俊哉（放送）・高橋
　徹（写真）・松岡雪華（演劇）の三人
が加わり役員45名の新体制となりま
した。
　懇親会は成田フォトサービスの写
真撮影の後、戸澤由香子（放送）の司
会により日大校友会札幌支部長の是
安正之様の乾杯でスタート、来賓挨
拶では、綾部会長から全国の江古田
会の状況、野田芸術学部長からは芸
術学部の現状とこれからについてお
話を頂きました。

　今回の懇親会特別企画は札幌国際
短編映画祭の企画・運営で活躍され
ている、久保俊哉（放送）を招き、優秀
な作品を視聴しながら、説明をいた
だきました。
　大当たりが出そうだったスクラッ
チでしたが、残念！それでもいくら
かのご寄付をいただきました。あり
がとうございます。来年はなにやら
予感が！
　お忙しい中駆け付けて項いた札幌
日本大学高校の浅利剛之校長、札幌
日大高校の更なる活躍が楽しみで
す。桜法会八十島会長、角笛会中澤
幹事長。ありがとうございました。楽
しい時間は瞬く間に過ぎ、北海道桜
師会の伊藤茂樹会長の締めによりお
開きとなりました。またの再会を期し
て！！
　ところで平成20年音楽入学の鯉渕
　駿君を中心に歌った校歌、綾部会
長にしてこんな校歌を聴いたのは初
めて、さすが北海道江古田会！！！

会長　蓬田秀泰
（音楽・42年度卒）

北海道江古田会総会

新潟江古田会総会

7月28日（土）　於：札幌東武ホテル

8月4日（土）　於：ホテル新潟

　去る8月4日、新潟江古田会総会が
野田学部長、綾部校友会会長をお招
きして新潟市のホテル新潟で開催さ
れました。
　新潟県内各地の夏まつりと時期が
重なったせいか、出席者が少なかっ
たですが、和気あいあいのうちに終
了しました。

　今年から支部長が、昭和48年度写
真学科卒の増井伸一に幹事も昭和48
年度放送学科卒の片桐孝になりまし
た。
　よろしくお願いします。

会長　増井伸一
（写真・48年度卒）

活動状況についてお話くださいまし
た。
　このあと、平成23年度の報告、24
年度の活動計画と予算を承認しまし
た。引き続いて行われた懇親会では、

今回初参加の永井さんが、浅利香津
代さんの朗読台本「菅江真澄」につい
て執筆中とのこと、秋田の会報に掲
載する原稿についての提案など和や
かなひとときを過ごすことができま

した。

事務局長　仙北屋昭弘
（音楽・54年度卒）
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○設楽俊展
会期：2012年9月10日（月）〜 15日（土）
11:00 〜 19:00※最終日17:30まで
会場：みゆき画廊　東京都銀座6-4-4銀
座第二東芝ビル2F　TEL03-3571-1771

○第5回柳瀬荘アート教育プロジェク
ト「アートと対話」

会場：所沢市「柳瀬荘」埼玉県所沢市大
字坂の下437
出品作家：日本大学芸術学部美術学科
教職員と外部招聘者（卒業生）
大槻孝之、笹井祐子、冨井大裕、鷹尾俊
一、松本隆、櫻井孝美、田中康二郎、横尾

哲生、古谷博子、濱田富責、長谷川佐知
子、内山翔二郎、宮澤真徳、正親優哉、梅
津秀行、弓良麻由子、絹谷幸太
会期：2012年10月18日（木）〜 11月11
日（日）※木〜日曜日のみ開場10:00 〜
16:30
【ワークショップ】
・10月21日（日）10:00 〜 16:00
「竹でおもちゃを作ろう」講師：桑原淳
司（デザイン学科教授）
対象：小学生から一般まで（小学3年生
以下は保護者同伴のこと）
定員：20名
・10月28日（日）13:00 〜 14:30
「重要文化財　柳瀬荘『黄林閣』をひも
解く」講師：深谷光美（デザイン学科講
師・建築家）
対象：中学生以上
定員：40名
・11月10日（土 ）14:00 〜 16:00　 ア ー
ティストトーク

※ワークショップ、講演は事前申込制
です。

「講座名、住所、氏名、学年（年齢）、電話
番号、必要に応じて保護者名」を記入し
てファックスでお申し込みください。
FAX04-2993-2210「日本大学芸術学部
所沢校舎庶務課・柳瀬荘アート・プロ
ジェクト」宛
※アーティストトークは参加自由で
す。
お 問 い 合 せ：TEL04-2993-2203（所 沢
校舎美術学科事務室）

○東京藝術大学大学院美術研究科絵画
専攻油画・版画×日本大学藝術学
部美術学科彫刻・大学院造形芸術
専攻彫刻「ジェロニモ」

出展作家：内山翔二郎、宇都宮恵、O 
JUN、鞍掛純一、菊池絵子、倉岡良太、寺
田藍、冨井大裕、豊島鉄也、鳴海暢平、船
橋みふゆ、山口真和、山脇紘資、渡辺万

●「フォーカスイン‘2012」
　平成23年度卒業制作、映画演出Ⅲ／

映画技術Ⅲによる作品上映会「フォー
カスイン‘2012」が、平成24年6月24日〜
7月1日までの7日間、江古田校舎東棟
EB-2教室で行なわれました。68作品
が上映され、のべ600名余りが来場し盛
況のうちに幕を閉じました。
●平成24年度オープンキャンパス
　今年度のオープンキャンパスは平成

24年7月16日の海の日に江古田校舎で
行なわれました。映画学科では、PRビ
デオの上映、映画学科施設見学ツアー、
映像表現・理論コースの説明会、卒業
制作や映画演出Ⅲ／技術Ⅲの実習作品
上映会、進学相談が行われ、多くの受験
生が来場しました。

●今年度、アマナグループのフォト
グラファー、CGクリエイター、プロ
デューサーの各講師による「写真特別
講座Ⅶ」アマナプロフェッショナル講

座を開講。
●6月8日に客員教授大石芳野氏の特別
講座「チェルノブイリと福島」が所沢校
舎で行われた。続いて6月29日には江古
田校舎で髙橋宗正氏により「写真集『ス
カイフィッシュ』と宮城県山元町での
写真洗浄プロジェクトについて」の特
別講座が行われた。
●「出て来い新人―日本大学芸術学部
写真学科　気鋭学生写真展」をニコン

サロンbis新宿で6月26日から7月2日に
開催。出品者は4年次生の姥貴章、加藤
雄也、桑田恵里、小暮和音、清水真那美、
趙スラ、中村高樹、野村和宏、松田裕介、
米川貴啓。
●高校生のためのワークショップ開催
　7月21・22日。
●写真甲子園2012・東川フォトフェス

タバックアップ　7月23日から29日。
●読売写真教室開催　8月26日。

美術ブロック

映画ブロック

写真ブロック
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平成24年度　音楽学科主催演奏会は次
の通りです。いずれも入場無料ですの
で、お気軽にご来場ください。

●第107回定期演奏会
10月12日（金）　練馬文化センター・小
ホール　17時30分開場／ 18時開演
ピアノ　平田亞樹、石井　緑、岡田治樹
　メゾソプラノ　小林史佳、小林麻利
子　ソプラノ　増田未玲　バストロン
ボーン　室井笑利奈　トランペット　
池ノ谷大志　サクソフォーン　渡辺定
路　オーボエ　鹿又寒太郎　作品発表
　根本修幣　ソプラノ　髙橋薫、小山
百合恵　ピアノ　日高麻子、谷　亜矢子

●第43回オペラ公演
10月17日（水）　練馬文化センター・小
ホール　18時開場／ 18時30分開演（予
定）
モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」

（ハイライト）日本語上演

●第108回定期演奏会
10月22日（月）　練馬文化センター・大
ホール　17時30分開場／ 18時開演
ラヴェル：ピアノ協奏曲ト長調（ピア
ノ独奏　渋谷ひかり）
コープランド：クラリネット協奏曲（ク
ラリネット独奏　明妻若奈）
J．ハイドン：オラトリオ「天地創造」よ

り“今、天は光に溢れて輝き”（バリトン
独唱　大津康平）
リスト：ピアノ協奏曲第1番（ピアノ独
奏　純田未樹）
フンメル：トランペット協奏曲（トラ
ンペット独奏　石井恵美）
ジョリヴェ：打楽器協奏曲（打楽器独
奏　中島若菜）
○指　揮　　今泉　久・右近大次郎
○管弦楽　　日本大学芸術学部管弦楽団

●第48回室内楽の夕べ
11月7日（水）　練馬文化センター・小
ホール　17時30分開場／ 18時開演
9月末に行われる室内楽学内演奏会に
おいて、優秀であった団体による演奏
会です。

●第40回ファカルティコンサート
11月10日（土）　芸術学部江古田校舎・
音楽小ホール　18時開場／ 18時30分
開演
本学教員による演奏会です。

●第24回ウインドオーケストラ定期演
奏会

11月20日（火）　練馬文化センター・大
ホール　18時開場／ 18時30分開演
P.R.M.フォーシェ：吹奏楽のための交
響曲
D．ミヨー：フランス組曲
S．メリロ：ストームワークス
A．リード：ロシアのクリスマス音楽　他
○指揮　　大木孝雄
○演奏　　日本大学芸術学部ウインド
オーケストラ

●第41回ピアノコンサート

11月26日（月）　練馬文化センター・小
ホール　15時開場／ 15時30分開演
本学ピアノコースの学生による演奏会
です。

●第109回定期演奏会
12月5日（水）　練馬文化センター・大
ホール　17時30分開場／ 18時開演
R．シュトラウス：交響詩「ティル・オ
イレンシュピーゲルの愉快な悪戯」
A．ヒナステラ：ハープ協奏曲（ハープ
独奏　篠﨑史子）
G．フォーレ：レクイエム（ソプラノ　
齊田正子、バリトン　池田直樹）
○指　揮　　矢崎彦太郎
○管弦楽　　日本大学芸術学部管弦楽団
○合　唱　　日本大学芸術学部合唱団

●大学院　修了演奏審査会［ピアノ］
12月15日（土）　芸術学部江古田校舎・
音楽小ホール　開場／開演（時刻未定）

●大学院修了演奏審査会［声楽・管楽］
12月18日（火）　芸術学部江古田校舎・
音楽小ホール　開場／開演（時刻未定）

●第33回新作室内楽の会
12月21日（金）　芸術学部江古田校舎・
音楽小ホール　開場／開演（時刻未定）

●平成24年度　大学院修了演奏会
3月14日（木）練馬文化センター・小ホー
ル　開場／開演（時刻未定）

●平成24年度　卒業演奏会
3月21日（木）　練馬文化センター・小
ホール　開場／開演（時刻未定）

音楽ブロック

莉菜
会期：2012年10月12日（金）〜 10月30
日（火）11:00 〜 19:00※日曜休廊
レセプションパーティー：10月13日

（土）18:00 〜 20:00

会場：TURNER GALLERY（ターナー
ギャラリー）東京都豊島区南長崎6-1-3
ターナー色彩株式会社東京支店ター
ナーギャラリー 1・3・4F
TEL03-3953-5155　FAX03-3953-5153

　http://www.turner.co.jp/gallery/
本展へのお問い合わせ：東京藝術大
学油画教員室（担当：菊池）TEL050-
5525-2144
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◇日藝NAPに日舞・洋舞コース有志
が参加、創作舞踊作品を上演。

　美術学科、鞍掛純一教授と同学科彫
刻コース有志作品「やまのうえした」が
新潟県十日町市周辺で開催された「大
地の芸術祭、越後妻有アートトリエン
ナーレ2012」に参加出品され、同作品の
日藝NAP参加企画（監修：沼田憲平・
原一平）というかたちで、演劇学科日舞
コース及び洋舞コースの学生有志38名
が、8月13日から16日にかけ、新潟県の
松代、星峠集落にある鞍掛教授＋彫刻
コース有志作品「脱皮する家」及び「コ
ロッケハウス」で創作舞踊作品を上演
しました。日舞コース有志４年生は、創
作舞踊詩『Omoide-時の記憶-』（作：小
林直弥、演出：高橋小百合）を作品「脱
皮する家」内にて一日展示形式で上演。
映画学科奥野邦利教授らの影絵映像と

のコラボレーションによる新しい試み
がなされ、作品「コロッケハウス」横の
鉄製舞台周辺では、日舞コース有志３、
２、１年生らが創作舞踊詩『Kukai-清廉
の華』（作：小林直弥、演出：中島瑞紀）
を上演（舞踊監修：花柳昌太朗講師）。
洋舞コース学生有志は、卒業生で舞踊
家の村松真衣さんの作品『大地を踊る』

（企画：笹山志帆）を上演し、日舞、洋舞
コース共に美術学科、映画学科、放送学
科、写真学科をはじめ、芸術学部のアー
トが里山に集結した日藝NAP企画で、
舞踊創作の可能性を広げる三つの作品
を上演しました。

◇第39回演劇資料展『京劇舞台の表
と裏』展を開催！

　9月25日から10月19日にかけ、第39回
演劇資料展『京劇舞台の表と裏　時代
に翻弄された国劇の軌跡』（企画：范旅
教授）が開催されました。日本大学芸術
学部芸術資料館には、恐らく日本の大
学資料館では唯一中国の伝統劇である
京劇の衣裳、小道具等を収蔵しており、
それらは全て実際に舞台で使用できる
ものが保存されています。今回はその

内262点にも及ぶ京劇に関する貴重な
資料が展示されました。メイン会場と
なった芸術資料館展示室をはじめ、江
古田校舎西門前のアートギャラリーに
は、中国の伝統芸術である京劇の貴重
な衣裳や小道具、また資料等が多数展
示され、大盛況かつ意義の深い展示会
となりました。

◇後期実習発表スケジュール
　平成24年度後期も所沢校舎・江古田
校舎におきまして、さまざまな実習発
表を実施いたします。校友の皆様方の
ご来場をお待ちしております。尚、各発
表に関しましては、インターネットか
らの事前予約が必要です。詳しい予約
スケジュール及び予約方法に関しまし
ては、
演劇学科ホームページ
http://theatre.art.nihon-u.ac.jp/
でご確認ください。

※タイトル及び開演時間等、詳しい内
容は、演劇学科ホームページでご確認
ください。
※○＝江古田校舎　●＝所沢校舎

■第23回伊藤園お～いお茶新俳句大
賞で多数入賞！

　173万7618句の応募があり、その中か
ら下記の学生の作品が選ばれました。
また、日本大学芸術学部が「優秀学校
賞」を受賞しました。
◎都道府県賞
輪切りして等高線のキャベツかな
 二川智南美（文芸3年）

◎佳作特別賞
ピーマンはついに苦手なまま二十歳
 小沼理（文芸3年）
寒椿私にも火を分けてくれ
 笠原早有美（文芸4年）
落丁の明らかとなる雪催い
 北野太一（文芸4年）
手土産の雑多な蜜柑ふたつ食ふ
 池田真那美（文芸卒）
◎佳作
踏みしめて落葉の鳴く音ドラムの音
 宮﨑綾（文芸3年）
春めきて眼鏡は要らぬ並木道
 川本桃子（文芸3年）
春暁の夜汽車の頁にときめいて
 加藤澪（文芸3年）

悴んだ手で空っぽの籠手落とす
 飯島哲也（文芸卒）
■第28回日大文芸賞を文芸学科生が
受賞

　文芸賞受賞は、2012年7月20日発行
の「日本大学新聞」に掲載されていま
す。
◎文芸賞「穴」 杉山知紗（文芸3年）
◎優秀賞「ワンモアプレイ」
 儀保佑輔（文芸学博士前期課程2年）
◎佳作「ランドスケープ」
 額賀澪（文芸4年）

「クレーヴの花」 沢田石円（文芸3年）
「怒れる夏」 関野圭吾（文芸2年）

文芸ブロック

演劇ブロック
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■シンポジウム「地域発ドラマの現在」
のご報告

　4月21日、江古田校舎にて日本マス・
コミュニケーション学会主催によるシ
ンポジウム「地域発ドラマの現在」が開
催されました。
　中町綾子教授が司会進行を務め、関
西テレビから重松圭一氏、NHK大阪
放送局から河合理香氏をお迎えし、地
域での制作環境の実際と今後の課題、
ドラマと地域の関わりなどお話してい

ただきました。
　シンポジウムには、学生の他にマス
コミ放送関係者の参加もあり、地域発
ドラマへの取り組みについて様々な意
見交換がなされました。

■「ラジアンリミテッドF」公開収録の
ご報告

TOKYO FMで毎週金曜日の深夜1時
から全国38局ネットで放送されてい
る『やまだひさしのラジアンリミテッ
ドF（フライデー）』の公開収録が、江古
田校舎の録音スタジオAで行われまし
た。
　番組内のコーナー「Pocky presents
放課後のMUSIC ROOM」でその模様
が取り上げられ、6月15日に放送され
ました。

　番組パーソナリティのやまだひさし
とゲストのキマグレンとの交流企画や
スタジオライブに、参加した学生たち
はおおいに盛り上がりました。

■講演会「テレビメディアについて考
える」のご報告

　練馬区教育委員会主催、放送学科共
催による講演会「テレビメディアにつ
いて考える〜番組制作をとおして学
ぶこと〜」が、8月3日に江古田校舎の
EB1教室にて行われました。
　練馬区教育委員会の情報教育推進事
業として開催されたこの講演会は、6
月23日から7月31日にわたって練馬区
の中学生を対象に行われた「中学生の
ための情報番組制作ワークショップ」
と連動しており、このワークショッ

○舞台総合実習ⅣA（演劇）
『ACTガリシア＝マルケス　予告され
た殺人の記憶』（学生共同台本）

・演出：加藤直
・10月12日（金）18：30

13日（土）13：00/17：00
14日（日）14：00

・江古田校舎　中ホール

○舞台総合実習ⅤA（演劇）
　『結果論』（学生共同台本、学生演出）

・演出指導：田中麻衣子
・10月26日（金）18：00

27日（土）13:00/18:00
28日（日）13：00

・江古田校舎　小ホール

●舞台総合実習ⅡD（洋舞）
　『Modern Dance Performance』

・創舞指導：加藤みや子、松永雅彦
・10月26日（金）Aプロ16：00

Bプロ18：00
27日（土） Bプロ13：00

Aプロ15：00
・所沢校舎　アートセンター・ブ    

ラックボックス

○舞台総合実習ⅣD（洋舞）
　『Modern Dance Performance』

・創舞指導：松永雅彦
・11月16日（金）18：00

17日（土）13：00/17：00
・江古田校舎　中ホール

●舞台総合実習ⅡC（日舞／創作）
　佐野洋子作「１００万回生きたねこ」
より　創作舞踊作品上演（学生合同創
作）

・創舞指導：藤間恵都子
・12月1日（土）13：00/16：00
・所沢校舎　アートセンター・ブ
ラックボックス

○卒業制作公演（演劇）
　宮本研作『ブルーストッキングな女
たち』

・12月7日（金）18:00
8日（土）13:00/18:00
9日（日）13：00

・江古田校舎　中ホール

●舞台総合実習ⅡA（演劇）
　「作品タイトル等未定」

・演出：西沢栄治
・12月13日（木）〜15日（土）
・開演時間等未定
・所沢校舎　アートセンター・ブ
ラックボックス

○卒業制作公演（洋舞）
　『Modern Dance Performance』

・12月14日（金）14：00/18：00
15日（土）13：00/17：00

・江古田校舎　中ホール

○卒業制作公演（日舞／創作）
　『Contrast』

・12月21日（金）18：00
22日（土）14：00

・江古田校舎　中ホール

放送ブロック
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プで中学生たちは、練馬区を題材とし
た30分のテレビ番組「People change 
people's mind」を制作しました。
　講演会では完成した番組の上映とあ
わせて、番組制作の指導を担当した鈴
木康弘教授が「テレビメディアについ
て考える」と題した講演を行い、番組を
とおして社会に目を向けること、また、
情報リテラシーを身につけることの大
切さをお話されました。
　当日はワークショップに参加した中
学生とその関係者他、一般の方々にも
参加していただきました。

■上滝徹也先生が定年退職を迎えられ
ました。

　放送学科の専任教員として永年ご活
躍された上滝徹也先生が定年退職を迎
えられました。
　テレビ文化史を専門にされ、「放送概
論」、「放送文化論」、「マスコミ」など多
くの講座をご担当され、学生の教育、研
究活動の指導にあたっていただきまし
た。
　また、学部次長、学科主任、ワンダー
フォーゲル部相談役など学科、学部の
運営から学生生活に至るまで、様々な
立場で大学のためにご尽力いただきま
した。ありがとうございました。
　これからも放送学科のことをどうぞ

よろしくお願いします。

■難波照夫さんが定年退職を迎えられ
ました。

　永年に亘り放送学科の技術員として
ご尽力いただいた難波照夫さんが今年
度の9月で定年退職を迎えられました。
　テレビ制作、映像技術など映像関連
の実習を中心に、たくさんの学生を指
導していただきました。
　分からないことを丁寧に教えてく
れ、一緒に親身になって考えてくれる。
そんな温厚な人柄に多くの学生が慕
い、お世話になりました。
　難波さん、本当にお疲れ様でした。こ
れからもお元気でいらしてください。

■深谷基弘教授が専任教員を退職
　長年デザイン学科で教鞭を取り続
け、現在の建築デザインコースの礎を
築いた深谷基弘教授が定年を迎え、専
任教員を退職することになりました。
これを記念して、7月28日に江古田校
舎において「棟梁に学ぶ家―四十年の
軌跡……そしてこれから」と題し、深谷
先生の退職記念講演会が開催されまし
た。ライフワークとして取り組んでき
た日本の伝統工法による家づくりへの

こだわり、40年におよぶ師の研究活動
を振り返るとともに、優れた日本の木
造建築の伝統技術を未来に向けて継承
し発展させることの大切さを説きつ
つ、これからの建築やものづくりの考
え方を示唆する講演でした。この深谷
先生の“最終講義”には約160名のOB・
OGと関係者が出席し、会場は満席とな
りました。また、講演会終了後には約
120名が出席して謝恩会が催され、恩師
を囲み教え子らが世代を超えて親交を
深めました。
　また、深谷先生の業績の集大成とし
て、9月24日から10月6日まで、江古田
校舎ギャラリー棟にて師の退職記念展
が開催されました。ありがとうござい
ました。

■「第8回公共広告CM学生賞」でデザ
イン学科生ほかが最優秀アイディ
ア賞と優秀賞を受賞

　公益社団法人ACジャパン主催の標
記コンクールにおいて、応募総数154作
品の中から、デザイン学科生が他学科
生と共同制作した作品が最優秀アイ
ディア賞を、デザイン学科生が共同制

作した2作品が優秀賞を受賞しました。
作品タイトルと受賞者は次のとおりで
す（敬称略）。
○最優秀アイディア賞

『マナー専用車両』／増田貴明、大平奈
央（以上デザイン）、石田智美（文芸）、牛
山直美（演劇）、太田絢子、安本　伶（以
上写真）、小形　翔、高山由菜（以上放
送）、清水朗樹（映画）
○優秀賞

『ヤバい語』／島崎みのり、増田貴明、
外山里香、長井　創、大平奈央、菊田み
なみ、益子恵里

『忘れ物』／石井美佳、一條薫子、今　
なつき、佐藤廣樹、塩野芽衣、田谷澪子、
比田井彩歌、柳沼香陽子、輪島大也

■「STEAMCREAM5周年デザインコ
ンペ」でデザイン学科生が最優秀賞
を受賞

　SC.Cosmetics株式会社が募集した自
社商品のパッケージデザインのコンペ
において、藤平奈央子さん（3年）が最優
秀賞を受賞しました。課題テーマの「5」
と水引を上手に組み合わせ、シンプル
な が らSTEAMCREAMの5周 年 記 念

デザインブロック
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として最もふさわしいということで最
高賞の受賞となりました。最優秀作品
は5周年記念缶として商品化され、4
月からSTEAMCREAMのオンライン
ショップで販売されています。

■「第4回JPCAデザインアワード」で
デザイン学科生が準グランプリと
優秀賞を受賞

社団法人日本電子回路工業会が主催す
る展示会のポスターコンペにおいて、
伊藤安奈さん（3年）が準グランプリ、藤

平奈央子さん（3年）と輪島大也さん、山
本佑美さん（ともに4年）が優秀賞を受
賞し、全体で6名の受賞者のうち4名が
本学デザイン学科生という快挙を成し
遂げました。

■「デザイン学科海外客員教授特別講
演会」を開催

本学と親交が深い台湾の華梵大学の徐
　裕健教授と蕭　百興准教授を招き、
6月8日に所沢校舎で、9日に江古田校
舎で特別講演会が開催されました。経

済発展が著しい台湾にあって、文化や
伝統と歴史を大切にし、その新たな継
承方法の研究や魅力ある都市づくり、
地域活性化に取り組んできた両氏の活
動成果の一端が紹介されました。また
講演に続き、デザイン学科の教授陣も
加わり、両氏を囲んでトークセッショ
ンも行われ、多くの学生が熱心に聴講
しました。

　東日本大震災から 1 年、911 同
時多発テロから 11 年たった今年で
すが、繰り返しテレビやネットに
現れる「記録」が、薄れかける記
憶を呼び覚ましてくれます。江古
田も新しいキャンパスになり、か
つての姿は一掃されていますが、
きっと皆様のお手元にある写真な
どが、あの頃の記憶を今も鮮やか
に更新し続けているのではないか
と思います。 （青木）

芸術祭のご案内
（株）スタジオ・マイ

▲

1973年設立。
ビジュアルから立体に至る、デザイ
ン全般を受け持つ。10月に39年（サ
ンキューイヤー）を迎える。
（株）スピーチ・バルーン

▲

1985年
発足。絵本、コミック、アニメ他、企画
本の制作、出版プロデュースを主と
し、グループ4社の進行管理を担う。
また、各種イベントの企画・構成・
プロデュースなども行っている。
（株）スタジオ・マイ ☎03-5999-8611
（株）スピーチ・バルーン ☎03-5999-6911

design：スタジオ・マイ

編 集 後 記
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2013年度一般入学試験〈第1期〉・〈第2期〉日程

※ 一般入学試験に関する〈第 1 期〉各期日はすべて2013年のものとします。
※ 出願受付開始期日は2013年 1 月 8 日（火）、一般入学試験〈第 1 期〉の入学手続きは二段階手続方式が可能。
 二段階方式の最終入学手続期限は2013年 3 月25日（月）とします。
※ 放送学科以外の各学科は一次・二次の区分なく全受験生に対して行います。放送学科の二次試験は一次試験合格者のみ
 行います。
※ 1 月28・29日、 2 月 4 ・ 5 日（いずれも月・火）のみ、日本大学入試センターの窓口にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）
※ 1 月29・30日、 2 月 5 ・ 6 日（いずれも火・水）のみ、日本大学芸術学部江古田校舎にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）

※ 一般入学試験に関する〈第 2 期〉各期日はすべて2013年のものとします。
※ 出願受付開始期日は2013年 1 月 8 日（火）、入学手続期限は2013年 3 月25日（月）とします。
 一般入学試験〈第 2 期〉に関しては一括での手続きとします。
※ 放送学科以外の各学科は一次・二次の区分なく全受験生に対して行います。放送学科の二次試験は一次試験合格者のみ
 行います。
※ 2 月25・26日（月・火）のみ、日本大学入試センターの窓口にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）
※ 2 月26・27日（火・水）のみ、日本大学芸術学部江古田校舎にて出願受付を行います。
 （受付時間＝10：00～16：00）

写　　真
（43）

美　　術
（30）

音　　楽
（45）

放　　送
（54）

デザイン
（40）

映　　画
（64）

文　　芸
（60）

演　　劇
（40）

1 月29日（火）

2 月 5 日（火）

1月29日・30日
（火・水）のみ

窓口受付

2 月 5 ・ 6 日
（火・水）のみ

窓口受付

2 月 5 ・ 6 ・ 7 日（火・水・木）

2 月12 ・ 13日（火・水）

2 月12日（火）

2 月 5 ・ 6 日（火・水）

2 月12 ・ 13日（火・水）

一次　2 月 5 日（火）
二次　2 月 8 日（金）

2 月14日（木） 13：00

2 月14日（木） 13：00

芸
術
学
部
江
古
田
校
舎

2 月28日（木）

3 月 7 日（木）

2 月21日（木） 13：00

2 月14日（木） 13：00

2 月21日（木） 13：00

2 月21日（木） 13：00

2 月14日（木） 13：00

一次　2 月 7 日（木） 14：00
二次　2 月14日（木） 13：00

出 願 受 付 締 切 期 日
郵送（必着） 窓口受付 試　験　期　日 合 格 発 表 日 時試験場 入学手続締切期日

2 月 5 ・ 6 日（火・水）

2 月 5 ・ 6 日（火・水）

学科及び
募集人員

Ⅰ  一般入学試験諸日程〈第1期〉（募集人員376名）

写　　真
（5）

映　　画
（10）

美　　術
（5）

音　　楽
（6）

文　　芸
（10）

演　　劇
（7）

放　　送
（12）

デザイン
（3）

全学科
2 月26日（火）

2 月26 ・ 27日
（火・水）のみ

窓口受付

3 月 5 ・ 6 日（火・水）

3 月 5 ・ 6 日（火・水）

3 月 5 ・ 6 日（火・水）

3 月 5 日（火）

3 月 5 日（火）

一次　3 月 5 日（火）
二次　3 月 8 日（金）

3 月14日（木） 13：00

3 月14日（木） 13：00

芸
術
学
部
江
古
田
校
舎

3 月25日（月）

3 月14日（木） 13：00

3 月14日（木） 13：00

3 月14日（木） 13：00

3 月14日（木） 13：00

3 月14日（木） 13：00

一次　3 月 7 日（木） 14：00
二次　3 月14日（木） 13：00

出 願 受 付 締 切 期 日
郵送（必着） 窓口受付 試　験　期　日 合 格 発 表 日 時試験場 入学手続締切期日

3 月 5 日（火）

3 月 5 ・ 6 日（火・水）

学科及び
募集人員

Ⅱ  一般入学試験諸日程〈第2期〉（募集人員58名）
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